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問 1 アセンブラ言語 (CASLⅡ)の算術比較 CMP (CMP GR1,GR2)について、サインフラグ SF

とゼロフラグ ZFの値を以下の表にまとめなさい。(1点)

SF ZF

(GR1) ＞ (GR2) 0 0

(GR1) ＝ (GR2) 0 1

(GR1) ＜ (GR2) 1 0

評価基準 解答例に準じた解答であれば 1点。

問 2 以下のアセンブラ言語 (CASLⅡ)によるプログラムを実行したとき、変数 ANSに記憶さ

れている値を 10進数で答えなさい。(2点)

ラベル 命令コード オペランド

PROG START プログラム開始 (OSから処理を継続)

LD GR0,NUMA レジスタ GR0に定数 NUMAの値を代入

LD GR1,NUMB レジスタ GR1に定数 NUMBの値を代入

XOR GR1,NUM2 レジスタ GR1の値と定数 NUM2の値の排他的論理和をとり GR1に代入

ADDA GR1,NUM1 レジスタ GR1の値に定数 NUM1の値を加え、GR1に代入

ADDA GR0,GR1 レジスタ GR0の値にレジスタ GR1の値を加え、GR0に代入

ST GR0,ANS レジスタ GR0の値を変数 ANSに書き出す

RET 命令終了 (OSに処理を返す)、以下の部分はデータ

NUMA DC #1000 定数名NUMAの定数に 16進数 1000を設定

NUMB DC #0DD5 定数名NUMBの定数に 16進数 DD5を設定

NUM1 DC 1 定数名NUM1の定数に 10進数 1を設定

NUM2 DC #FFFF 定数名NUM2の定数に 16進数 FFFFを設定

ANS DS 1 変数名ANSの変数に 1語 (16ビット)を確保

END プログラム終了

このプログラムは、4行目で定数 NUMBの 1の補数を計算し、5行目で 1を足すことで定数 NUMB

の 2の補数を計算している。すなわち、このプログラムは

NUMA+ (NUMBの補数) = NUMA− NUMB
を計算する。したがって、

1000(16)+ (F22B(16)) = 1022B(16) = 22B(16) = 555(10)¡
i.e. 1000(16)− DD5(16) = 4096(10)− 3541(10) = 555(10)¢

となる (1語は 16ビットなので、あふれた下線部の 1は無視される)。

答 ANS = 555

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。



問 3 以下の条件を守り、ビデオを見た感想を 600文字以上で述べなさい。(3点; 200文字あた

り 1点)

条件 1. 手書き不可。学籍番号・氏名・感想文・条件 3の文字数をA4用紙 1枚に印刷すること。

条件 2. 条件 1で作成した A4用紙 1枚を本レポートの最終ページの後に添付すること。

条件 3. 感想文本文の文字数を記入すること (句読点や括弧も文字数に入れてよい)。

条件 4. 起承転結に留意し、論旨を明確にすること。

注意：感想文は今後の授業の参考にするため返却しません。幸山が厳重に保管します。

解答例 なし。

評価基準 条件が守られ、感想文本文が 600文字以上であれば 3点。


